
　反射テスト　整数　整式の割り算と余り　01

1. 　 2つの自然数m,nがある. mは 12で割ると商が aで余り 5, nは 8で割ると商が bで余り 6となる.

（ S 級 48秒, A級 1分 30秒, B 級 2分, C 級 3分 ）　

（1）　mを aで表せ. （2）　 nを bで表せ.

（3）　m+ nを 4で割ったときの商と余りを求めよ. （4）　m− nを 4で割ったときの商と余りを求めよ.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


2. 　 2つの自然数m,nがある. mは 18で割ると商が aで余り 5, nは 24で割ると商が bで余り 7となる.

（ S 級 48秒, A級 1分 30秒, B 級 2分, C 級 3分 ）　

（1）　mを aで表せ. （2）　 nを bで表せ.

（3）　m+ nを 6で割ったときの商と余りを求めよ. （4）　m− nを 6で割ったときの商と余りを求めよ.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


　反射テスト　整数　整式の割り算と余り　01　解答解説
1. 　 2つの自然数m,nがある. mは 12で割ると商が aで余り 5, nは 8で割ると商が bで余り 6となる.

（ S 級 48秒, A級 1分 30秒, B 級 2分, C 級 3分 ）　

（1）　mを aで表せ.

　m = 12a + 5

★商と余り
Aを Bで割ると商が x, 余りが y

　⇒　 A = Bx+ y

割り算の逆算のイメージで式をつくる.

注意としては, 余りは 0 ～ B− 1 .

また, 以下の形では方程式は作れない.

　 A÷B = x … y

（2）　 nを bで表せ.

　 n = 8b + 6

（3）　m+ nを 4で割ったときの商と余りを求めよ.

　m+ n = 12a+ 5 + 8b+ 6

= 12a+ 8b+ 11

= 4(3a+ 2b+ 2) + 3

　　商 　 3a + 2b + 2

　余り 　 3

（4）　m− nを 4で割ったときの商と余りを求めよ.

　m− n = (12a+ 5)− (8b+ 6)

= 12a+ 5− 8b− 6

= 12a− 8b− 1

= 4(3a− 2b− 1) + 3

　　商 　 3a − 2b − 1

　余り 　 3

☆ 4で割るから, 余りは 0～3

　 12a− 8b− 1 = 4(3a− 2b)− 1

としてはいけない.

− 1は 4で割ると商が− 1,余りが 3となる.

　− 1 = 4× 0 + (−1)　←余りが 0～3ではない.

　− 1 = 4× (−1) + (+3)　←商を 1減らした.

商をずらして余りが 0～3になるように調整する.

この辺の手順は反射テスト「負の余り」参照.

☆参考
3で割って 2余り, 4で割って 3余る整数 nを
　 n = 3a+ 2 = 4b+ 3 　と表そう.

上の議論から, n = 3(a+ 1)− 1 = 4(b+ 1)− 1

と変形できるので, 3(a+ 1) = 4(b+ 1) である.

これを 3と 4の最小公倍数 12を用いて 12cと表せば,

　 n = 12c− 1 = 12(c+ 1) + 11 となるので,

nは 12で割って 11余ることがわかる.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


2. 　 2つの自然数m,nがある. mは 18で割ると商が aで余り 5, nは 24で割ると商が bで余り 7となる.

（ S 級 48秒, A級 1分 30秒, B 級 2分, C 級 3分 ）　

（1）　mを aで表せ.

　m = 18a + 5

★商と余り
Aを Bで割ると商が x, 余りが y

　⇒　 A = Bx+ y

割り算の逆算のイメージで式をつくる.

注意としては, 余りは 0 ～ B− 1 .

また, 以下の形では方程式は作れない.

　 A÷B = x … y

（2）　 nを bで表せ.

　 n = 24b + 7

（3）　m+ nを 6で割ったときの商と余りを求めよ.

　m+ n = 18a+ 5 + 24b+ 7

= 18a+ 24b+ 12

= 6(3a+ 4b+ 2) + 0

　　商 　 3a + 4b + 2

　余り 　 0

☆余り 0

割り切れたということである.

（4）　m− nを 6で割ったときの商と余りを求めよ.

　m− n = (18a+ 5)− (24b+ 7)

= 18a+ 5− 24b− 7

= 18a− 24b− 2

= 6(3a− 4b− 1) + 4

　　商 　 3a − 4b − 1

　余り 　 4

☆ 6で割るから, 余りは 0～5

　 18a− 24b− 2 = 6(3a− 4b)− 2

としてはいけない.

− 2は 6で割ると商が− 1,余りが 4となる.

　− 2 = 6× 0 + (−2)　←余りが 0～5ではない.

　− 2 = 6× (−1) + (+4)　←商を 1減らした.

商をずらして余りが 0～5になるように調整する.

この辺の手順は反射テスト「負の余り」参照.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html

